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最後に,ABR 検査が聴力関値の推定をこ有周であった

交通事故複の詐聴症例と学童の心因性難聴症例を皇示 し

た .

聴力関値の正確な把握にはもちろん純音聴力検査が最

良の方法である.しかしそれが困難な症例に対して ABR

は奉伺な検査と思われた▲

5)Machado-Joseph病の運動関連脳電位

倉島 賢∴･斎藤 豊
近藤 浩･杯 恒美
達 者次 (新潟大学神経内科)

- 厚 (謂 欝㌫千谷病院)

角田 尚率 (金沢大学神経内科)

原山 尋実 (警撃深遠錆 セソ)
E目的】運動閑適脳電位 (MRCP)の megativeslope

(Ns')の起源に歯状横糸が関与 し 歯状核病変の強い

Machado-Joseph病 (M3D)では歯状核病変の軽い他

の脊髄小脳変性症 (SCD)に比LNsfの勾配が小さく,

SCD の鑑別に有用性が指摘されている.この点を確認

するため MjD 5例 (確診例2例)と他の SCDで MRCP

を測定 した.

E対象ヨMJD 5例 (2例は同胞が剖検で M3D の診

断, 3例は臨床的診断),OPCA 3例,LCCA l例,

正常6例.

【方法】被験者に自発的に5秒間に 1回-側上肢中指

の背屈運動を行わせ,級指伸筋上の表面電極より筋電図

を記録した 脳波は国際10120法の F3,F速,C3,C4,P3,

P後,から導出し,時定数は5軌 高周波フィルタ…は 弧 鹿,

基準電極は雨革菜電極を連結 した.筋放電の開始点前3

秒間,後 2秒間を平均加算した.筋放電の開始点は 1試

行毎に視察により決定 し 眼球運動をこよる大きな電位が

入った試行は加算から除外 した.

E結果】正常例全例と OPCA l例,LCCA 且剰 抑

確診例旦例で NsFが認められた.MJD 4例,OPCA

l例では Nstは認められなかった.

【まとめ】1.MRCP の Nsfは MjD では1例を除

き認められず Ns'は出現しにくい傾向が考えられる.

2.NsFは OPCA でも消失する例がある.また正常

者との比較では OPCA でもその勾配の出方が不良であっ

た .

3. 経って MRCPの Ns′にて小脳失調疾患の歯状

検出力系障害の特異性を言うには今後の十分な検討を要

する,

i)･lこう

6)精 神疾患 の誘発電位
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【H的】精神分裂病 LH､卜分紳｢-q立 錐病,新病.神経

鼠 痴呆等の精神疾患者の無課題餐件による聴覚と視覚

誘発電位 (以下 AEP と VEP)の検査結果から,病態

と鑑別診断の有用性を検討する為の予備的骨折を行った.

E対象3分裂病群が28名,顧病群が13名 (8名は束治

痩),錬病群が6名,(以上 DSM3-R による),砕経症

性顧病群 (太夢病程強 くなく心理的因子の影響が大きい

と考えられた抑欝状態)が6名,吐ステリ-秤 (転換型

と解離型を含む)が7名,その他の神経症群 (主に心気

症)が9名,痴呆群 (脳血管性とアルツ-イマ-塾,混

合性を含む)が10名,老年期の鰐神病状態群が5名,正

常対照群が19名である.

【万法】脳波を Fr'1.2.F､7,8.C3.:1.'r5.6.(I)1.1'､

Fz,Pzから導出し,EOG の 1CH を加えて,VEPは

白色フラッシュ覚書AEP は 500Hz,90dBの純音の

刺激より得た.これらを個人差の除去の為をこ正規化をし

て,各ポイントで各々の群について対応の願い平均値の

も-検定を行った.

E結果ヨA,精神病 :VEPで対照群と比較 して分裂病

群は P200の振幅の低下が前頭蓋部優位に認められた

那,兼治療瀞病群は約 200-300ms(最下 N300)で,

操病群は N140で後頭豊部優位の所見を認めた.AEP

でも哲病,棟病共に後頭蓋部優位の所見であった.

B.神経症 :VEP で対照群と比較 して神経症性轡病

群は Nl朝 の, ヒステリ-群は N90の,他の神経症

群は PHOの振幅の増加がいずれも頭頂一雄頭蓋部優

位に特徴的に認められた.

C｡痴呆 :痴呆群と老年期の精神病状態群,老年期の

神経症群,過行親密病群との比較で,AEP,VEP共に

車潜時と,各群に特徴的な所見が差となって認められた中

臣考察3VEP の長潜時成分では前頭蓋部優位の所見

は痴呆を除き分裂病に特異的であると考えられた.他の

疾患では後頭蓋部優位にそれぞれ特徴的な所見が得られ,

鑑別診断に利周できる可能性が示された.

7)サ-チ コイル法による眼球運動の定量的

評価
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十-+二irl′′し法 川1agn(､tirsL,こIlThro]11mtlthodlは

電磁誘導の原理を応潤 した眼球運動計測法で,現在最も
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精度の高い方法とされている.本法により臨床的な眼球

運動の評価が精密に行えることを概説 した,交流磁場の

車で眼球 に基音 した :1(′Lに磁場 ､【了こす裾 二応 Lた誘導

電位が発生することを利周 して限後の シグナルを得るも

ので,空間約 ･時間的分解能が高 く,測定域が広く,餐

定性 や線形性に優れ,回旋が翻意できるなど,多くのメ

リッ トがある方法である.窯際的な問顧慮として,眼球

運動に侵襲を与えずに誘導コイルを密着きせることが難

しい.そこで私たちは,シきJコソを材質とLたソフトコ

を｢勺蔵させた電極を考零した.樵検打二使附した場合も

比較的藻屑感は良く,正確な眼球運動碍記録が可能であ

り,実際をこ臨床応用し良好な結果を得ている.衝動性眼

球運動については,視覚的に誘発された眼球遅動 の
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卜することでその被換藩の眼球運動の鱒性を概観するこ

とができる中S阪ewmessは比較的新しいパラメ-タ-鷲

那,緒続時間の中で最太速度に逮するまでの時間的割合

とLて算出きれ,速度パタ-ソを評価する目的に有用で

ある.追従性眼球運動については,眼球運動の測定値を

激労し速度を求め,視標速度に対せるゲインを求めるこ

とで評価できる､このようにして,疾患についてもその

眼球運動異常を麗塵約に評価で凱 各穫疾患について検

討を行っている止
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